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都市における街路
都市の主要な公共の場所

&
その最も重要な器官

街路のイメージ＝都市のイメージ



街路の悪循環

粗暴⾏為が起こる 街路を使わなくなる

安全性がより下がる

街路の治安を守るのは住⺠



街路を安全にする3つの条件

1. 公共空間と私的空間の区分

2. 街路に⽬が光ること

3. 歩道に継続的に⼈がいること（⾒知らぬ⼈が重要）

2と3が困難 無意識にしているから



条件を達成するには
1. ⼈がいるというだけで多くの⼈が集まってくる

2. ⾏動ではなく根本的な「みる」という⾏為

これを誘発する 例）酒場



議論の内容
街路を安全にする3つの条件の⼀つである「公共空間と私的空間
のしっかりとした区分」は本当に必要か？

→公共空間と私的空間しっかりと区分するよりも、曖昧にしなが
らもルール（暗黙の了解）があるという⽅が洗礼された公共空間
といえるのでは。


